三宅村介護保険情報提供取扱要綱
（目的）

第１条　この要綱は、介護保険事業の要介護認定及び要支援認定（以下「要介護認定等」という。）に係る情報の提供等を有効かつ適正に行うことにより、被保険者の心身の状況、生活環境、医療等の状況に応じた良質な介護サービスの提供に資するとともに、認定手続の適正化及び個人の権利利益の保護を図ることを目的とする。
（対象情報）

第２条　三宅村長（以下「村長」という。）は、次項に規定する者から認定申請を行った被保険者に係る介護サービス計画（居宅サービス計画又は、介護予防サービス計画並びに施設サービス計画をいう。）を作成することを目的として、次に掲げる資料に記載された情報の提供を求められたときは、事前に本人の同意を得て、その写しを交付する。
　（１）認定調査票（特記事項及び概況調査または基本調査を含み、認定調査実施者が特定される部分を除く。）

　（２）主治医意見書（介護サービス計画作成に利用されること同意欄に、同意のある場合に限る。）

（提供対象者）

第３条　提供対象者は、サービス利用者またはサービス利用者と契約を締結し、若しくは契約を予定しているサービス事業者等とする。
（申請の手続き）

第４条　前条による申請を行おうとする者（以下「申請者」という。）は、要介護認定情報提供申請書（様式第１号）を村長に提出しなければならない。ただし、申請者が本人である場合または要介護認定等の申請時において、本人が資料提供の同意を行っている場合は、本人同意欄への記載を要しない。
２　サービス事業者等においては、前項の申請を行う場合、当該サービス事業者等が都道府県知事の指定を受けた事業者であることを証する書類を提示しなければならない。
（情報提供を受けたサービス事業者等の遵守事項）

第５条　サービス事業者等は、前条第１項の規定により情報提供を受けたときは、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。

（１）サービス利用者の介護サービス計画の作成又はサービスの提供に使用し、目的以外に使用しないこと。

（２）サービス利用者の親族その他第三者に知らせないこと。

（３）サービス事業者等は、その従事者又は従業者であった者が前２号に掲げる行為に違反しないよう必要な措置を講じること。

（４）情報提供を受けたものを厳重に管理し、紛失又は破損しないよう適正に保管すること。

（５）情報提供を受けたものを紛失又は破損したときは、直ちに村長に報告し、村長の指示に従い善処すること。

（６）サービス利用者との契約関係又はサービスの提供が終了したときは、速やかに情報提供を受けたものを責任をもって破棄すること。この場合において、情報提供を受けたものを複写又は複製したものについても、同様とする。

（７）村長が情報提供を受けたものの提示若しくは提出又は返還を求めたときは、速やかにこれに応じること。

２　前項各号の遵守事項に違反する行為がなされたと認められる場合は、村長は当該行為を行った者に対するそれ以降の情報を提供しないことができる。
（費用負担）

第６条　情報提供に係る手数料は徴収しない。

２　情報提供に係る、郵送代等の実費は同封してある返信用封筒で対処する。
附　　則

１　この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 
